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《
登
場
人
物
》 

純
太
（
１
７
）
高
校
２
年
生 

 
 

 
 

 
 

（
じ
ゅ
ん
た
） 

 

明
人
（
１
７
）
高
校
２
年
生
、
純
太
の
親
友 

 
 

 
 

 
 

（
あ
き
と
） 

 

瑠
海
（
１
７
）
高
校
２
年
生
、
純
太
の
幼
馴
染
み 

 
 

 
 

 
 

（
る
み
） 

 

＊
３
人
と
も
同
じ
高
校
に
通
う
。 
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■
第
１
場 

 
 

 

高
校
の
教
室
。 

  
 

 
純
太
が
い
る
。 

 

純
太
「
流
れ
る
。
漂
う
。
さ
ま
よ
う
」 

  
 

 

空
を
見
上
げ
て
。 

 

純
太
「
青
い
空
に

白
い
雲
が
流
れ
て
い
る
。
白
い
雲
は
ま
る
で
空
気

を
切
り
裂
い
て
い
る

か
の
よ
う
に
移
動
し
て
い
る
と
僕
は
思
っ
た
。
移
動
し
な
が
ら
雲

は
空
気
を
傷
つ
け
る
。

そ
し
て
、
ま
た
安
定
す
る
。
雲
は
僕
た
ち
に
似
て
い
る
。
こ
の
世
界
の
中
で
、
傷
つ
け

あ
い
な
が
ら
漂
い
さ
ま
よ
っ
て
い
る
僕
た
ち
に
似
て
い
る
。
空
気
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
、

安
定
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
、
動
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
変
わ

ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
僕
た
ち
に
似
て
い
る…

…

」 

  
 

 

い
つ
の
間
に
か
、
明
人
が
や
っ
て
き
て
、 

 
 

 

隣
に
並
ぶ
。 
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明
人
「
詩
人
だ
な
」 

純
太
「
う
る
さ
い
」 

明
人
「
じ
ゃ
あ
、
練
習
再
開
な
」 

純
太
「
も
う
や
め
よ
う
」 

明
人
「
好
き
だ
」 

純
太
「…

…
だ
か
ら
、
な
い
」 

明
人
「
ダ
メ
か
？
」 

純
太
「
ダ
メ
だ
な
」 

明
人
「
そ
ん
な
に
？
」 

純
太
「
う
ん
」 

明
人
「
も
う
一
度
」 

 

純
太
、
明
人
の
言
葉
を
待
つ
。 

 
 

 

だ
が
明
人
は
モ
ジ
モ
ジ
し
て
言
い
出
せ
な
い
。 

 

純
太
「
お
い
」 

明
人
「
わ
か
っ
て
る
」 

純
太
「
言
う
な
ら
、
は
や
く
し
ろ
」 

明
人
「
お
前
に
わ
か
る
か
？ 

こ
の
緊
張
。
こ
の
気
持
ち
」 
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純
太
「
わ
か
る
か
よ
」 

 

 
 

純
太
、
明
人
を
見
る
。 

 
 

明
人
、
純
太
を
見
る
。 

 
見
つ
め
合
う
二
人
。 

 

明
人
「
好
き
だ
」 

純
太
「
だ
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
。
普
通
す
ぎ
。
感
情
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
」 

明
人
「
好
き
で
す
」 

純
太
「
丁
寧
す
ぎ
」 

明
人
「
好
き
じ
ゃ
ん
？
」 

純
太
「
軽
薄
」 

明
人
「
好
き
好
き
好
き
」 

純
太
「
ふ
ざ
け
て
ん
の
か
？
」 

明
人
「
じ
ゃ
あ
、
な
ん
て
言
え
ば
い
い
ん
だ
よ
」 

純
太
「
何
も
言
う
な
。
諦
め
ろ
」 

明
人
「
そ
れ
は
無
理
。
好
き
な
気
持
ち
は
伝
え
た
い
」 

純
太
「
え
ー
」 
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明
人
「
ど
う
す
り
ゃ
い
い
ん
だ
」 

純
太
「
直
接
言
わ
な
い
、
と
か
？
」 

明
人
「
ん
？ 

と
い
う
と
？
」 

純
太
「
も
っ
と
。
こ
う
。
間
接
的
な
感
じ
？ 

っ
て
い
う
か
」 

明
人
「
間
接
的
ね
、
例
え
ば
？
」 

純
太
「
例
え
ば…

…

」 

  
 

 

純
太
、
考
え
、
言
葉
に
詰
ま
る
。 

 

明
人
「
ほ
ら
。
無
理
じ
ゃ
ん
」 

  
 

 

純
太
、
窓
の
外
の
空
を
見
上
げ
て
。 

 

純
太
「
空
が
青
い
な
あ
、
と
か
」 

明
人
「
え
？
」 

  
 

 

窓
の
外
の
空
を
見
る
明
人
。 

 

明
人
「
曇
り
だ
け
ど
」 
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純
太
「
な
ら
、
雲
が
綺
麗
で
す
ね
、
と
か
」 

明
人
「
は
？
」 

純
太
「
い
や
、
だ
か
ら
。
好
き
と
は
言
わ
な
い
、
間
接
的
な
感
じ
」 

明
人
「
は…

…

？
」 

純
太
「
雲
が
き
れ
い
で
す
ね
、
意
外
と
よ
く
な
い
？
」 

明
人
「
意
味
不
明
だ
ろ
。
そ
れ
で
俺
の
好
き
が
伝
わ
る
の
か
？
」 

純
太
「
わ
か
る
人
は
、
汲
み
取
っ
て
く
れ
る
、
と
信
じ
る
」 

明
人
「
い
や
、
さ
す
が
に
わ
か
ら
ん
と
思
う
け
ど
な
」 

純
太
「
雲
が
綺
麗
で
す
ね
」 

明
人
「
空
が
青
い
で
す
ね
」 

純
太
「
そ
う
か
」 

明
人
「
そ
う
だ
よ
」 

  
 

 

二
人
、
沈
黙
。 

 

明
人
「
う
ん
。
無
理
」 

純
太
「
じ
ゃ
あ
、
好
き
に
し
ろ
」 

明
人
「
間
接
的
に
っ
て
、
お
前
が
言
っ
た
ん
だ
ろ
」 

純
太
「
ま
あ
」 
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明
人
「
や
っ
ぱ
、
直
接
だ
な
」 

純
太
「
う
ー
ん…

…

」 
明
人
「
そ
ん
な
ダ
メ
か
？ 

俺
の
告
白
」 

純
太
「…

…

リ
ス
ク
大
き
く
な
い
？
」 

明
人
「
え
」 

純
太
「
好
き
っ
て
さ
、
直
接
言
っ
た
ら
、
も
う
二
択
し
か
な
い
じ
ゃ
ん
」 

明
人
「
二
択
？
」 

純
太
「
答
え
は
イ
エ
ス
か
ノ
ー
」 

明
人
「
そ
り
ゃ
そ
う
だ
」 

純
太
「
好
き
で
す
、
嫌
い
で
す
。
好
き
だ
、
嫌
い
だ
。
好
き
じ
ゃ
ん
、

嫌
い
じ
ゃ
ん
」 

明
人
「
ん
？ 

つ
ま
り
？
」 

純
太
「
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
の
、
怖
く
な
い
の
か
？
」 

明
人
「
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
た
め
に
告
白
す
る
ん
だ
ろ
」 

純
太
「
で
も
さ
、
断
ら
れ
た
ら…

…

気
ま
ず
く
な
る
わ
け
じ
ゃ
ん
」 

明
人
「
え
。
俺
、
断
ら
れ
る
の
？
」 

純
太
「
い
や
。
あ
、
そ
っ
か
。
そ
う
だ
よ
な
。
好
き
で
す
、
好
き
で
す
。
好
き
だ
、
好
き

だ
。
好
き
じ
ゃ
ん
、
好
き
じ
ゃ
ん
の
パ
タ
ー
ン
も
あ
る
の
か
、
一
応
」 

明
人
「
一
応
っ
て
、
そ
う
だ
ろ
。
そ
れ
な
ら
問
題
な
し
だ
ろ
」 

純
太
「
ま
あ…

…

い
や
、
で
も…

…

」 
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明
人
「
何
？
」 

純
太
「
彼
女
が
な
ん
て
言
う
か…

…

」 
明
人
「…

…

何
か
知
っ
て
る
の
か
？
」 

純
太
「
い
や
別
に
。
何
も
」 

明
人
「
ふ
ー
ん
？
」 

純
太
「
い
や
マ
ジ
で
何
も
」 

明
人
「
じ
ゃ
あ
、
い
い
だ
ろ
。
直
接
」 

純
太
「…

…

う
ん
」 

明
人
「
不
満
げ
だ
な
」 

純
太
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
」 

明
人
「
だ
っ
た
ら
、
俺
の
代
わ
り
。
や
っ
て
く
れ
」 

純
太
「
は
？
」 

明
人
「
間
接
的
に
な
る
」 

純
太
「
い
や
い
や
」 

明
人
「
ナ
イ
ス
ア
イ
デ
ア
だ
」 

純
太
「
責
任
逃
れ
だ
ろ
」 

明
人
「
俺
の
恋
愛
は
、
純
太
。
お
前
に
か
か
っ
て
る
！
」 

純
太
「
お
、
重
い…

…

」 

明
人
「
よ
し
、
そ
う
と
決
ま
れ
ば
、
練
習
だ
な
」 
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純
太
「
は
？ 

な
ん
の
練
習
？
」 

明
人
「
お
前
の
言
葉
が
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
る
か
」 

純
太
「
え
ー
」 

明
人
「
さ
あ
！
」 

  
 

 

明
人
が
姿
勢
を
正
し
て
純
太
を
見
る
。 

 
 

 

純
太
が
姿
勢
を
正
し
て
明
人
を
見
る
。 

 

明
人
「
カ
モ
ン
！
」 

純
太
「…

…

」 

明
人
「
ほ
ら
ほ
ら
」 

純
太
「…

…

好
き
、
ら
し
い
、
よ
」 

明
人
「
は
？ 

誰
が
誰
を
？
」 

純
太
「
好
き
で
す
、
っ
て
伝
言
で
」 

明
人
「
は
あ
？ 

だ
か
ら
誰
が
誰
を
？
」 

純
太
「
好
き
な
ん
で
す
、
と
言
っ
て
い
る
友
達
が
い
て…

…

」 

明
人
「
ス
ト
ッ
プ
！
」 

  
 

 

明
人
、
頭
を
掻
い
て
。 
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明
人
「
な
ん
か
、
ま
る
で
お
前
が
好
き
だ
っ
て
告
白
し
て
い
る
み
た
い
に
な
る
な
」 

純
太
「
え…

…

」 

明
人
「
な
ん
か
間
接
的
に
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
み
た
い
な
。

空
気
感
じ
る
」 

純
太
「
そ
う
か
？
」 

明
人
「
そ
う
だ
よ
。
そ
こ
誤
解
さ
れ
る
と
困
る
わ
け
で
。
そ
れ
は
回
避
し
な
い
と
」 

純
太
「
そ
れ
は
そ
う
だ
な
」 

明
人
「
白
い
雲
が
流
れ
る
、
青
い
空
気
を
引
き
裂
く
よ
う
に
し
て
、
流
れ
て
い
く…

…

俺

た
ち
は
、
た
だ
流
さ
れ
て
こ
の
世
界
を
漂
っ
て
い
る…

…

」 

純
太
「
は
？
」 

明
人
「
や
っ
ぱ
、
言
う
の
や
め
る
か
」 

純
太
「
ど
う
い
う
流
れ
？
」 

明
人
「
俺
も
言
え
な
い
、
お
前
も
伝
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
っ
て

こ
と
だ
ろ
」 

純
太
「
ん
ー
。
ま
あ
、
な
」 

明
人
「
ど
う
す
る
か
」 

純
太
「
言
う
な
ら
、
自
分
で
言
っ
て
く
れ
」 

明
人
「
あ
あ
、
く
そ
ー
。
悩
む
ー
」 

純
太
「
は
い
は
い
」 
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二
人
、
た
た
ず
む
。 

 

■
第
２
場 

 
 

 
帰
り
道
の
河
川
敷
。 

 
 

 

赤
い
夕
暮
れ
。 

瑠
海
が
待
っ
て
い
る
。 

 

瑠
海
「
待
っ
て
る
。
待
っ
て
な
い
。
待
っ
て
る
」 

  
 

 

空
を
仰
ぐ
瑠
海
。 

 

瑠
海
「
雲
が
流
れ
て
い
る
」 

  
 

 

空
に
手
を
か
ざ
す
瑠
海
。 

 

瑠
海
「
流
れ
て
い
る
、
曇
り
、
の
ち
晴
れ
」 

  
 

 

た
め
息
を
つ
い
て
、
う
つ
む
く
瑠
海
。 
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瑠
海
「
待
っ
て
る
。
待
っ
て
な
い
。
待
っ
て
る
。
待
っ
て
な
い
。
や
っ
ぱ
り

待
っ
て
い
る
。

待
っ
て
い
る
ん
だ
。
遅
い
！
」 

  
 

 
地
団
駄
を
踏
む
瑠
海
。 

 

瑠
海
「
夕
暮
れ
の
河
川
敷
。
帰
り
道
の
彼
を
、
私
は
待
っ
て
い
た
」 

  
 

 

そ
こ
へ
、
や
っ
て
く
る
純
太
。 

 

瑠
海
「
よ
」 

  
 

 

素
通
り
し
よ
う
と
す
る
純
太
。 

 

瑠
海
「
よ
よ
よ
」 

  
 

 

純
太
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
瑠
海
。 

 

純
太
「
な
ん
だ
よ
」 
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瑠
海
「
何
し
て
た
？
」 

純
太
「
え
？ 

何
っ
て
何
も
」 

瑠
海
「
ふ
ー
ん
」 

純
太
「
ん
だ
よ
」 

瑠
海
「
男
子
二
人
、
教
室
で
密
会
！
」 

純
太
「
あ
れ
は…

…

」 

瑠
海
「
ボ
ー
イ
ズ
・
ラ
ブ
的
展
開
！
？
」 

純
太
「
ま
さ
か
」 

瑠
海
「
じ
ゃ
あ
、
何
？
」 

純
太
「
だ
べ
っ
て
た
だ
け
」 

瑠
海
「
何
を
？
」 

純
太
「
知
る
か
」 

瑠
海
「
知
ら
な
い
こ
と
、
知
っ
た
ふ
り
し
て
、
喋
っ
て
た
の
？
」 

純
太
「
は
？
」 

瑠
海
「
だ
か
ら
、
知
ら
な
い
こ
と
を
あ
た
か
も
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
し
ゃ
べ
っ
て
た

の
か
な
っ
て
」 

純
太
「
意
味
わ
か
ら
ん…

…

。
っ
て
か
、
教
え
な
い
」 

瑠
海
「
教
え
て
」 

純
太
「
そ
ん
な
義
理
な
い
」 
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瑠
海
「
だ
っ
て
、
聞
い
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
」 

純
太
「
え…

…

？
」 

瑠
海
「
聞
い
ち
ゃ
っ
た
の
」 

純
太
「
な
、
何
を
？
」 

瑠
海
「
好
き
だ
っ
て
」 

純
太
「
え
。
い
や
。
そ
れ
は…

…

」 

瑠
海
「
私
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
。
あ
ー
そ
う
い
う
ご
関
係
だ
っ
た
ん
で
す
か
ー
っ
て
」 

純
太
「…

…

」 

瑠
海
「
や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ
」 

純
太
「
そ
う
じ
ゃ
な
い
」 

瑠
海
「
違
う
の
？
」 

純
太
「
違
う
よ
」 

瑠
海
「
じ
ゃ
あ
、
何
？
」 

純
太
「…

…

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」 

瑠
海
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
？
」 

純
太
「
筋
ト
レ
み
た
い
な
も
ん
だ
。
男
子
の
」 

瑠
海
「
ふ
ー
ん
。
男
子
の
筋
ト
レ
、
ね
。
明
人
君
、
告
白
の
予
定
あ
る
ん
だ
ね
」 

純
太
「
な
い
よ
う
な
、
あ
る
よ
う
な
」 

瑠
海
「
な
い
よ
り
の
あ
り
っ
て
こ
と
ね
」 
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純
太
「
ん
ー
。
ま
あ…

…

。
誰
に
も
言
う
な
よ
」 

瑠
海
「
ビ
ッ
ク
リ
し
て
損
し
た
」 

純
太
「
も
う
い
い
だ
ろ
」 

瑠
海
「
で
。
誰
な
の
？
」 

純
太
「
え…

…

」 

瑠
海
「
誰
な
の
？ 

相
手
は
、
秘
密
？
」 

純
太
「
な
ん
で
お
前
に
言
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
」 

瑠
海
「
誰
に
も
言
わ
な
い
よ
」 

純
太
「
そ
う
い
う
問
題
じ
ゃ
な
い
」 

瑠
海
「
男
の
友
情
？
」 

純
太
「
そ
ん
な
と
こ
」 

瑠
海
「
で
も
。
そ
れ
を
言
う
な
ら
、
私
と
の
友
情
は
？
」 

純
太
「
は
？
」 

瑠
海
「
幼
馴
染
み
的
友
情
関
係
」 

純
太
「
な
い
と
は
言
わ
な
い
け
ど
」 

瑠
海
「
じ
ゃ
あ
、
教
え
て
く
れ
て
も
い
い
よ
ね
。
減
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
し
。
私
の
こ
と
信

頼
し
て
る
で
し
ょ
？
」 

純
太
「
そ
れ
は…

…

い
や
、
無
理
」 

瑠
海
「
な
ん
で
？
」 
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純
太
「
女
子
に
は
言
わ
な
い
。
そ
う
い
う
も
ん
だ
ろ
」 

瑠
海
「
私
は
男
子
み
た
い
な
も
の
で
し
ょ
？ 

ね
え
。
ね
え
ー
ね
え
ー
」 

純
太
「
し
つ
こ
い
な
」 

瑠
海
「
し
つ
こ
く
す
る
よ
。
永
久
に
し
つ
こ
く
さ
れ
て
も
い
い
の
？
」 

純
太
「…

…

無
理
。
俺
そ
ん
な
口
軽
く
な
い
」 

瑠
海
「
え
ー
。
教
え
て
よ
」 

純
太
「
じ
ゃ
あ
、
察
し
て
く
れ
」 

瑠
海
「
え
？
」 

純
太
「
察
し
て
く
れ
」 

瑠
海
「
な
に
そ
れ
」 

純
太
「…

…

」 

瑠
海
「
ま
さ
か…
…

私
と
か
？
」 

  
 

 

瑠
海
、
自
分
を
指
さ
す
。 

 

純
太
「…

…

」 

瑠
海
「
え
ー
。
な
に
な
に
。
そ
れ
は
困
る
な
あ
」 

純
太
「…

…

」 

瑠
海
「
困
る
よ
ー
。
困
る
困
る
困
る
」 
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純
太
「
そ
ん
な
？ 

困
る
？
」 

瑠
海
「
え
？ 

マ
ジ
で
私
？
」 

純
太
「
あ
、
い
や…

…

」 

瑠
海
「
マ
ジ
か
」 

純
太
「
だ
と
し
た
ら
？
」 

瑠
海
「
私…

…
だ
っ
て
、
私
！
」 

  
 

 

純
太
を
指
さ
す
瑠
海
。 

 

純
太
「
何
？
」 

瑠
海
「
（
不
敵
に
ほ
ほ
笑
ん
で
）
絶
対
、
言
わ
な
い
け
ど
ね
！
」 

  
 

 

瑠
海
、
駆
け
去
る
。 

純
太
、
呆
然
と
立
ち
尽
く
し
て…

…

。 

 

■
第
３
場 河

川
敷
。 

藍
色
の
夕
暮
れ
。 

 
 

 

明
人
が
、
そ
の
情
景
を
じ
っ
と
眺
め
て
い
る
。 
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明
人
「
雲
が
流
れ
て
い
く
」 

  
 

 
明
人
、
遠
く
を
見
る
。 

 

明
人
「
雲
が
そ
び
え
た
つ
。
雲
が
立
ち
は
だ
か
る
。
壁
。
そ
れ
は
壁
だ
。
俺
が
越
え
な
い

と
い
け
な
い
、
壁
だ
」 

  
 

 

純
太
が
や
っ
て
く
る
。 

 

純
太
「
よ
」 

明
人
「
お
う
」 

純
太
「
遅
く
な
っ
た
」 

  
 

 

日
没
を
眺
め
る
二
人
。 

 

明
人
「
日
が
沈
む
な
」 

純
太
「
ご
め
ん
」 

明
人
「
い
や
、
い
い
け
ど
。
ん
？ 

何
に
謝
っ
た
？
」 
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純
太
「
遅
く
な
っ
た
こ
と
」 

明
人
「
あ
、
そ
っ
か
」 

純
太
「
う
ん
」 

明
人
「
で
、
ど
う
？
」 

純
太
「
え
？
」 

明
人
「
元
気
な
い
ぞ
」 

純
太
「
そ
う
か
？
」 

明
人
「
告
白
し
た
？
」 

純
太
「
は
？
」 

明
人
「
さ
れ
た
？
」 

純
太
「
は
？ 

い
や
い
や
」 

明
人
「
い
つ
も
近
く
に
い
る
っ
て
ど
ん
な
感
じ
？
」 

純
太
「…

…

」 

明
人
「…

…

俺
に
も
チ
ャ
ン
ス
あ
る
か
な
？
」 

純
太
「
あ
る
だ
ろ
。
フ
ツ
ー
誰
に
で
も
」 

明
人
「
一
般
論
は
聞
い
て
な
い
」 

純
太
「
告
白…

…

す
る
の
か
？
」 

明
人
「
ま
あ
」 

純
太
「
い
つ
？
」 
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明
人
「
明
日
」 

純
太
「
明
日
？
」 

明
人
「
明
後
日
」 

純
太
「
は
？
」 

明
人
「
い
つ
か
」 

純
太
「
い
つ
だ
よ
」 

明
人
「
い
つ
だ
ろ
う
な
」 

純
太
「
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
っ
て
い
う
な
ら
、
グ
ダ
グ
ダ
言
っ
て
な
い
で

行
け
よ
」 

明
人
「
せ
か
す
な
よ
」 

純
太
「
ご
め
ん
」 

明
人
「
何
に
？
」 

純
太
「
だ
か
ら
、
せ
か
す
よ
う
な
こ
と
言
っ
て
」 

明
人
「
や
っ
ぱ
り
せ
か
し
た
の
か
」 

純
太
「
い
や…
…

そ
れ
は
」 

明
人
「
そ
れ
で
、
ふ
ら
れ
ろ
と
？
」 

純
太
「
ど
う
し
て
そ
う
な
る
？
」 

明
人
「
俺
の
予
感
。
勝
利
の
パ
タ
ー
ン
が
見
え
な
い
」 

純
太
「
ビ
ビ
っ
て
る
ん
じ
ゃ
ね
ー
の
？
」 

明
人
「…

…

距
離
感
。
親
密
度
。
総
合
的
観
点

か
ら
し
て
、
俺
、
敗
北
」 
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純
太
「
ぐ
だ
ぐ
だ
」 

明
人
「
聞
け
よ
」 

純
太
「
行
け
よ
」 

明
人
「
行
く
っ
て
」 

純
太
「
な
ら
。
俺
が
言
う
こ
と
は
な
い
」 

明
人
「
行
く
。
行
く
よ
。
行
か
な
い
後
悔
よ
り
行
っ
て
後
悔
し
た
い
。
け
ど
、
傷
つ
き
た

く
な
い
」 

純
太
「…

…

」 

明
人
「
す
べ
て
を
正
直
に
、
な
ん
で
も
明
ら
か
に
す
れ
ば
い
い
っ
て
、
違
う
と
思
う
ん
だ
」 

純
太
「…

…

」 

明
人
「
も
っ
と
俺
た
ち
っ
て
、
曖
昧
で
、
不
確
か
っ
て
い
う
か…

…

。
あ
い
ま
い
だ
か
ら
、

い
い
も
の
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
っ
て…

…

」 

純
太
「…

…

わ
か
る
、
気
が
す
る
」 

  
 

 

明
人
、
雲
の
流
れ
に
目
を
移
す
。 

 
 

 

純
太
も
雲
の
流
れ
に
目
を
移
す
。 

 

明
人
「
流
れ
て
い
く
な
」 

純
太
「
あ
あ
」 
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明
人
「
白
く
て
」 

純
太
「
あ
あ
」 

明
人
「
た
だ
、
流
れ
て
く
」 

純
太
「
う
ん
」 

明
人
「
明
日
も
。
明
後
日
も
。
同
様
に
し
て
」 

純
太
「
で
も
、
変

わ
ら
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
否
応
な
く
、
世
界

は
変
わ
っ
て
い
く
か

ら…
…

」 

  
 

明
人
、
純
太
を
見
る
。 

 

明
人
「
そ
う
だ
な
」 

純
太
「
そ
う
だ
よ
」 

明
人
「…

…

」 

純
太
「…

…

」 

明
人
「
俺
、
言
う
よ
」 

 

純
太
、
明
人
を
見
る
。 

 

純
太
「
わ
か
っ
た
」 
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明
人
、
ゆ
っ
く
り
手
を
振
っ
て
、
去
る
。 

 

純
太
「
藍
色
の
空
に
白
い
雲
が
流
れ
て
い
た
。
行
け
。
行
っ
て
こ
い
！ 

僕
は
友
達
の
背

中
を
押
し
た
。
押
す
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
友
達
は
撃
沈
す
る
だ
ろ
う
。
い
や
、

間
違
い
な
く
撃
沈
す
る
。
そ
う
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
自
分
が
い
た
。
そ
ん
な
自
分

が
嫌
だ
。
で
も
、
行
け
。
行
っ
て
こ
い
！ 

僕
は
友
達
の
背
中
を
押
し
た
。
押
し
て
し

ま
っ
た
。
元
気
よ
く
。
何
も
知
ら
な
い
顔
を
し
て
。
あ
あ
、
な
ん
て

残
酷
な
ん
だ
。
残

酷
な
こ
と
を
し
た
の
だ
。
僕
は
ど
こ
か
で
友
達
が
告
白
に
失
敗
す
れ
ば
い
い
、
失
恋
す

れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
思
い
が
な
い
と
言
え
ば
、
ウ
ソ

だ
。
真
っ
白
な
中
に

あ
る
ど
す
黒
い
点
の
よ
う
な
、
嫌
な
感
情
。
失
恋
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
な
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
自
分
が
怖
い…

…

。
僕
は
な
ん
て
汚
い
人
間
な
ん
だ
。
嫌
に
な

る
。
く
そ
う
。
く
そ
う
。
く
そ
う
。
あ
の
雲
み
た
い
に
白
く
は
な
れ
な
い…

…

く
そ
う
。

曇
り
の
な
い
心
で
は
も
う
い
ら
れ
な
い
」 

  
 

 

純
太
、
空
を
見
つ
め
る
。 

 

純
太
「
流
れ
て
い
く
」 
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純
太
、
遠
く
を
見
る
。 

 
純
太
「
白
い
雲
が
空
気
を
壊
し
て
い
く
。
い
や
、
夏
の
青
い
空
気
が

雲
を
切
り
裂
い
て
い

る
の
か
。
雲
は
、
ち
ぎ
れ
、
乱
れ
、
壊
れ
、
流
さ
れ
て
い
く
」 

 

■
第
４
場 帰

り
道
。
河
川
敷
。 

赤
い
夕
暮
れ
。 

瑠
海
が
純
太
を
待
っ
て
い
る
。 

 

瑠
海
「
言
わ
れ
た
。
言
わ
れ
た
。
言
わ
れ
た
」 

 

瑠
海
「
ど
う
し
た
っ
て
、
私
は
そ
の
気
持
ち
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」 

 

瑠
海
「
青
空
が
き
れ
い
で
す
ね
。
と
彼
」 

 

瑠
海
「
そ
う
で
す
ね
。
と
私
」 

 

瑠
海
「
好
き
で
す
。
と
彼
」 
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瑠
海
「
無
理
で
す
。
と
私
」 

 

瑠
海
「
わ
か
り
ま
し
た
。
と
彼
」 

 

瑠
海
「
う
つ
む
く
。
私
」 

 

瑠
海
「
立
ち
去
る
。
彼
」 

  
 

 

瑠
海
、
空
を
仰
ぐ
。 

 

瑠
海
「
雲
が
流
れ
て
い
ま
し
た
、
足
早
に
。
上
空
で
は
強
い
風
が
吹

い
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
白
い
、
足
早
の
雲
。
強
い
風
に
流
さ
れ
て
。
こ
の
青
空
を
、
こ
の

世
界
を
、
漂

っ
て
い
る
の
で
す
」 

  
 

 

瑠
海
、
う
つ
む
い
て
地
団
駄
を
踏
む
。 

  
 

 

そ
こ
へ
純
太
が
や
っ
て
く
る
。 
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瑠
海
「
よ
」 

  
 

 

素
通
り
し
よ
う
と
す
る
純
太
。 

 

瑠
海
「
言
わ
れ
た
！
」 

  
 

 

立
ち
止
ま
る
純
太
、
ゆ
っ
く
り
瑠
海
を
見
る
。 

  
 

 

瑠
海
、
純
太
と
距
離
を
と
っ
て
。 

 

瑠
海
「
言
わ
れ
た
。
好
き
だ
っ
て
」 

純
太
「…

…

知
っ
て
る
」 

瑠
海
「
そ
っ
か
。
そ
う
だ
よ
ね
」 

純
太
「
う
ん
」 

  
 

 

気
ま
ず
い
沈
黙
が
流
れ
る
。 

 

純
太
「
そ
れ
で
？
」 

瑠
海
「
そ
れ
で
？
」 
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純
太
「
何
？
」 

瑠
海
「
何
っ
て
何
？
」 

純
太
「
何
っ
て
何
、
っ
て
何
？
」 

 
瑠
海
、
笑
う
。 

 
 

 

純
太
は
呆
れ
る
。 

 

純
太
「
笑
う
と
こ
か
よ
」 

瑠
海
「
だ
っ
て
」 

純
太
「…

…

」 

  
 

 

純
太
、
去
ろ
う
と
す
る
。 

 

瑠
海
「
待
っ
て
」 

純
太
「
何
？
」 

瑠
海
「
こ
の
前
の
、
気
に
し
て
る
？
」 

純
太
「
は
？
」 

瑠
海
「
指
さ
し
た
の
」 

純
太
「…

…

別
に
」 
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瑠
海
「
あ
れ
。
ジ
ョ
ー
ク
だ
か
ら
」 

純
太
「
は
？
」 

瑠
海
「
本
気
に
し
た
？ 

私
が
あ
ん
た
を
好
き
だ
っ
て
」 

純
太
「
し
て
な
い
」 

瑠
海
「
で
も
、
意
識
し
た
。
で
し
ょ
？
」 

純
太
「…

…
ア
イ
ツ
、
い
い
ヤ
ツ
な
の
に
」 

瑠
海
「
好
き
じ
ゃ
な
い
か
ら
」 

純
太
「
で
も
、
嫌
い
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ろ
」 

瑠
海
「
嫌
い
じ
ゃ
な
い
。
け
ど
、
好
き
じ
ゃ
な
い
」 

純
太
「
残
酷
だ
な
」 

瑠
海
「
恋
は
、
残
酷
だ
よ
」 

純
太
「…

…

」 

瑠
海
「
私
の
気
持
ち
、
ジ
ョ
ー
ク
に
し
て
ほ
し
い
？
」 

純
太
「
は
？
」 

瑠
海
「
本
当
だ
と
思
う
？ 

そ
れ
と
も
嘘
だ
と
思
う
？ 

ど
う
思
う
？
」 

純
太
「
お
前
じ
ゃ
な
い
か
ら
。
わ
か
ら
な
い
よ
」 

瑠
海
「
じ
ゃ
あ
、
私
が
、
本
気
だ
っ
た
ら
？
」 

純
太
「
え…

…

」 

瑠
海
「
ど
う
す
る
？
」 
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純
太
「
そ
れ
は…

…

」 

瑠
海
「
考
え
て
く
れ
る
？
」 

純
太
「
な
ん
の
こ
と
だ
か
」 

瑠
海
「
わ
か
る
で
し
ょ
」 

純
太
「
わ
か
ら
な
い
よ
」 

瑠
海
「
わ
か
っ
て
よ
」 

純
太
「
仮
の
話
は
で
き
な
い
」 

瑠
海
「
私
の
気
持
ち
、
想
像
し
て
」 

純
太
「
無
理
」 

瑠
海
「
想
像
し
て
」 

純
太
「
無
理
だ
っ
て
」 

瑠
海
「
想
像
！
」 

純
太
「
無
理
だ
よ
！
」 

  
 

 

語
気
が
強
く
な
る
、
純
太
。 

 
 

 

瑠
海
、
少
し
驚
く
が
、
純
太
の
周
り
を
歩
く
。 

 

瑠
海
「
じ
ゃ
あ
、
言
う
よ
？ 

言
葉
に
し
て
言
っ
ち
ゃ
う
よ
？ 

ハ
ッ
キ
リ
と
、
こ
の
口

か
ら
言
葉
に
し
ち
ゃ
う
よ
？ 

そ
れ
で
も
、
い
い
の
？ 

本
当
に
い
い
の
？
」 



29 

 

純
太
「…

…

俺
は
、
そ
う
い
う
、
脅
し
み
た
い
な
の
、
好
き
じ
ゃ
な
い
」 

瑠
海
「
え…

…

？
」 

純
太
「
そ
れ
に
、
俺
は
、
恋
人
と
か
そ
う
い
う
の
は
い
い
。
必
要
な
い
」 

瑠
海
「…

…

ふ
ー
ん
」 

純
太
「
そ
う
い
う
こ
と
だ
か
ら
」 

瑠
海
「
は
？ 
何
？ 

私
だ
っ
て
、
別
に
恋
人
と
か
い
ら
な
い
よ
？
」 

純
太
「
え
？
」 

瑠
海
「
全
部
冗
談
に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
ん
」 

純
太
「
は
？
」 

瑠
海
「
そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」 

  
 

 

瑠
海
、
立
ち
止
ま
り
、
純
太
を
見
る
。 

 

瑠
海
「…

…

ア
ホ
！
」 

 

瑠
海
、
純
太
の
膝
を
蹴
っ
て
、
去
る
。 

 
 

 

純
太
、
瑠
海
の
去
っ
た
方
を
見
て…

…

。 
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■
第
５
場 

 

高
校
。
教
室
。 

明
人
が
窓
辺
で
空
を
眺
め
て
い
る
。 

 
 

 
純
太
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
２
本
持
っ
て
や
っ
て
く
る
。 

 
 

 
 純

太
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
１
本
、
明
人
に
渡
そ
う
と
す
る
が
、 

明
人
は
受
け
取
ろ
う
と
は
し
な
い
。 

 

純
太
「
お
い
」 

明
人
「
ん
ー
」 

純
太
「
お
ー
い
」 

  
 

 

明
人
が
受
け
取
ら
な
い
の
で
、 

純
太
は
諦
め
る
。 

 

明
人
「
俺
に
は
わ
か
る
」 

純
太
「
何
が
？
」 

明
人
「
お
前
よ
り
、
わ
か
る
。
彼
女
の
こ
と
」 

純
太
「
あ
の
な
」 
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明
人
「
お
前
が
付
き
合
え
ば
い
い
」 

純
太
「
俺
は
違
う
し
」 

明
人
「
俺
が
違
っ
た
ん
だ
。
俺
は
彼
女
の
問
題
の
正
解
じ
ゃ
な
か
っ
た
」 

純
太
「
意
味
わ
か
ら
ん
」 

明
人
「
お
前
な
ん
だ
、
正
解
」 

純
太
「
は
？
」 

明
人
「
だ
か
ら
付
き
合
え
。
俺
の
た
め
に
」 

純
太
「
俺
の
気
持
ち
は
？
」 

明
人
「
そ
ん
な
の
、
わ
か
っ
て
る
。
好
き
、
な
ん
だ
ろ
？
」 

純
太
「…

…

好
き
じ
ゃ
な
い
よ
」 

明
人
「
い
ま
さ
ら
」 

純
太
「
い
や
、
ホ
ン
ト
」 

明
人
「
ウ
ソ
だ
ね
」 

純
太
「
ウ
ソ
じ
ゃ
な
い
」 

明
人
「
ウ
ソ
ツ
キ
は
、
嫌
い
だ
」 

純
太
「
ウ
ソ
じ
ゃ
な
い
っ
て
」 

明
人
「
じ
ゃ
あ
、
絶
交
し
よ
う
ぜ
」 

純
太
「
は
？
」 

明
人
「
そ
し
た
ら
、
俺
に
遠
慮
し
な
く
て
済
む
」 
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純
太
「
ホ
ン
ト
、
意
味
わ
か
ら
ん
」 

  
 

 

純
太
は
明
人
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
、 

再
度
、
差
し
出
す
。 

  
 

 

受
け
取
ら
な
い
、
明
人
、
立
ち
上
が
る
。 

 

明
人
「
殴
れ
」 

純
太
「
は
？
」 

明
人
「
俺
は
お
前
を
殴
り
た
い
」 

純
太
「
ん
？
」 

明
人
「
だ
か
ら
、
ま
ず
、
俺
を
殴
れ
。
そ
う
す
れ
ば
、
俺
は
お
前
に
遠
慮
し
な
い
で
済
む
」 

純
太
「
い
や…
…

」 

明
人
「
殴
れ
！
」 

純
太
「…
…

殴
れ
る
か
よ
」 

  
 

 

純
太
は
両
手
が
ふ
さ
が
っ
て
い
た
。 

 

明
人
「
わ
か
っ
た
」 
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明
人
、
純
太
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を 

受
け
取
る
。 

 

明
人
「
こ
れ
で
い
い
だ
ろ
」 

純
太
「
殴
っ
て
も
、
解
決
し
な
い
だ
ろ
」 

明
人
「
解
決
す
る
か
も
し
れ
な
い
」 

純
太
「
解
決
し
な
い
よ
」 

明
人
「
ど
う
か
な
」 

  
 

 

純
太
、
明
人
の
顔
を
非
常
に
軽
く
殴
る
。 

 

明
人
「…

…

本
気
出
せ
よ
」 

純
太
「
こ
れ
で
十
分
だ
ろ
」 

  
 

 

明
人
、
純
太
を
殴
ろ
う
と
勢
い
を
つ
け
る
が
、
途
中
で
迷
い
、
結
局
、
軽
く
殴
る
。 

 

純
太
「…

…

お
前
こ
そ
」 

明
人
「
お
前
の
せ
い
だ
か
ら
な
」 
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純
太
「
人
の
せ
い
に
す
る
な
」 

明
人
「…

…

そ
う
だ
な
」 

  
 

 
明
人
、
去
る
。 

  
 

 

純
太
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
を
開
け
て
飲
む
。 

 

純
太
「
僕
は
殴
ら
れ
て
当
然
だ
っ
た
。
僕
も
本
当
は
彼
女
の
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
か
ら
。

で
も
そ
れ
は
心
の
中
に
押
し
殺
し
て
き
た
感
情
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

表
に
出
る
こ
と
は

決

し

て

な

い

は

ず

だ

っ

た

。

そ

れ

な

の

に

見

透

か

さ

れ

て

い

た

。

隠

さ

な

く

て

は

！ 

僕
は
、
僕
の
平
和
を
、
僕
の
日
常
を
大
事
に
し
た
い
。
大
事
な
友
達
と
の
友
情
を
、
こ

れ
か
ら
も
、
守
っ
て
い
き
た
い
、
続
け
て
い
き
た
い
。
恋
な
ん
て
ど
う
だ
っ
て
い
い
。

そ
れ
よ
り
も
友
情
を
裏
切
る
こ
と
の
方
が
、
罪
深
い
」 

  
 

 

純
太
、
去
る
。 

 

明
人
が
や
っ
て
く
る
。 

 

明
人
「
本
当
に
み
じ
め
だ
。
哀
れ
な
俺
を
笑
っ
て
く
れ
。
友
達
を
疑
っ
た
。
友
達
の
せ
い
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に
し
よ
う
と
し
た
。
自
分
の
失
恋
を
、
人
の
せ
い
に
し
て
、
楽
に
な
ろ
う
と
し
た
。
俺

は
ズ
ル
い
人
間
だ
」 

  
 

 
明
人
が
去
る
。 

 
純
太
が
戻
っ
て
く
る
。 

 

純
太
「
僕
は
嘘
を
重
ね
た
。
嘘
を
重
ね
過
ぎ
て
、
何
が
本
当
な
の
か
、
も
う
よ
く
わ
か
ら

な
い
。
友
達
の
こ
と
を
大
事
に
思
っ
て
い
る
、
と
か
。
彼
女
の
事

が
好
き
、
と
か
。
本

当
の
気
持
ち
は
ど
こ
に
あ
る
ん
だ
？
」 

  
 

 

純
太
、
空
を
見
上
げ
る
。 

 

純
太
「
空
に
雲
が
流
れ
て
い
る
。
青
い
空
気
を
白
い
雲
が
切
り
裂
い
て
い
く
。
僕
ら
は
、

そ
ん
な
世
界
の
中
で
、
た
だ
、
傷
つ
き
な
が
ら
、
流
さ
れ
て
、
漂
っ
て
い
く…

…

」 

  

■
第
６
場 

 
 

 

帰
り
道
。
河
川
敷
。 
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青
い
夕
暮
れ
。 

瑠
海
が
純
太
を
待
っ
て
い
る
。 

 

瑠
海
「
青
い
空
に
白
い
雲
が
流
れ
て
い
る
」 

  
 

 

遠
く
を
見
る
瑠
海
。 

 

瑠
海
「
入
道
雲
が
そ
び
え
た
つ
、
夏
の
壁
。
そ
れ
が
崩
れ
て
い
く
。
夏
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
」 

  
 

 

耳
を
澄
ま
す
瑠
海
。 

 

瑠
海
「
セ
ミ
の
鳴
き
声
も
微
か
だ
」 

  
 

 

瑠
海
、
待
つ
。 

  
 

 

純
太
が
や
っ
て
く
る
。 

純
太
が
今
回
も
素
通
り
し
よ
う
と
す
る
。 
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瑠
海
「
よ
」 

  
 

 

瑠
海
が
純
太
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
。 

 
 

 
純
太
は
瑠
海
を
避
け
て
行
こ
う
と
す
る
。 

 
 

 
瑠
海
は
必
死
に
純
太
を
妨
害
す
る
。 

  
 

 

戦
い
に
な
る
。 

  
 

 

結
果
、
純
太
が
負
け
る
。 

 
 

 

純
太
、
仕
方
な
く
、
瑠
海
と
の
会
話
に
応
じ
る
。 

 

純
太
「
何
？
」 

瑠
海
「
待
っ
て
た
よ
」 

純
太
「
な
ん
で
？
」 

瑠
海
「
さ
て
。
な
ん
で
で
し
ょ
う
か
？
」 

純
太
「
さ
あ
」 

瑠
海
「
な
ぞ
な
ぞ
」 

純
太
「
な
ぞ
な
ぞ
は
い
い
よ
」 
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沈
黙
。 

 
瑠
海
「
遊
び
、
行
こ
う
よ
」 

純
太
「
え
。
急
だ
な
」 

瑠
海
「
い
い
じ
ゃ
ん
」 

純
太
「
い
や
で
も
な
」 

瑠
海
「
映
画
は
？
」 

純
太
「
い
や
」 

瑠
海
「
遊
園
地
は
？
」 

純
太
「
い
や
」 

瑠
海
「
散
歩
は
？
」 

純
太
「
い
や
」 

瑠
海
「
じ
ゃ
あ
、
何
が
い
い
？
」 

純
太
「
う
ー
ん
」 

瑠
海
「
考
え
て
は
く
れ
る
ん
だ
ね
」 

  
 

 

沈
黙
。 

 

純
太
「
帰
る
よ…

…

」 
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瑠
海
「…

…

待
っ
て
」 

純
太
「
何
？
」 

  
 

 
純
太
の
前
に
立
つ
瑠
海
。 

 

瑠
海
「
好
き
、
な
の
」 

 

瑠
海
か
ら
の
告
白
だ
。 

 

純
太
「
え…

…

」 

瑠
海
「
だ
か
ら
、
純
太
の
こ
と
が
、
好
き
」 

 

だ
が
、
純
太
は
受
け
止
め
き
れ
な
い
。 

 

純
太
「
僕
に
は…

…

無
理
だ
よ
」 

瑠
海
「
で
も
、
好
き
」 

純
太
「
無
理
」 

瑠
海
「
な
ん
で
？
」 

純
太
「
な
ん
で
も
」 
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瑠
海
「
明
人
君
が
告
白
し
た
か
ら
？
」 

純
太
「
そ
れ
も
あ
る
」 

瑠
海
「
も
？ 

ほ
か
に
あ
る
？
」 

純
太
「
あ
る
よ
」 

瑠
海
「
何
？
」 

  
 

 

沈
黙
。 

 

純
太
「…

…

友
達
だ
か
ら
」 

瑠
海
「
え
」 

純
太
「
お
前
も
、
僕
に
と
っ
て
は
、
友
達
だ
か
ら
」 

瑠
海
「
友
達…

…

」 

純
太
「
ご
め
ん
」 

瑠
海
「
友
達
か
ら
始
ま
る
恋
だ
っ
て
あ
る
よ
」 

純
太
「
僕
の
中
で
は
、
な
い
か
ら
」 

瑠
海
「
時
間
、
か
か
っ
て
も
い
い
よ
？
」 

  
 

 

純
太
、
行
こ
う
と
す
る
。 

 
 

 

せ
き
止
め
る
瑠
海
。 
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純
太
「
ご
め
ん
」 

  
 

 
純
太
は
、
去
る
。 

 

瑠
海
「
今
す
ぐ
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
か
ら
」 

  
 

 

瑠
海
は
純
太
の
去
っ
て
行
っ
た
方
に
叫
ぶ
。 

 

瑠
海
「
私
、
諦
め
な
い
か
ら
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
第
７
場 暗

い
部
屋
。
心
の
中
の
幻
想
。 

 
 

 

純
太
が
現
れ
る
。 

 

純
太
「
親
友
の
た
め
？ 

彼
女
の
た
め
？ 
全
部
、
言
い
訳
だ
。
自
分
の
た
め
に
や
っ
て

る
ん
だ
。
僕
は

誰
に
で
も
い
い
格
好
し
た
い
偽
善
者
だ
。
い
い
人

で
い
よ
う
と
振
る
舞

い
た
い
だ
け
だ
。
そ
し
て
、
僕
は
臆
病
者
だ
。
自
分
が
傷
つ
く
の
が
、
た
だ
た
だ
怖
い

ん
だ
。
彼
女
と
付
き
合
え
ば
、
親
友
を
失
う
。
親
友
と
の
友
情
を
と
れ
ば
彼
女
と
の
恋
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を
失
う
。
両
方
と
も
失
わ
な
い
方
法
は
？ 

そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
。
僕
が
彼
女
を
好
き

で
な
く
な
れ
ば
い
い
の
か
。
そ
れ
が
正
解
だ
ろ
う
か
？ 

何
が
正
解
な
ん
だ
？ 

正
解

な
ん
て
あ
る
の
か
？ 

わ
か
ら
な
い…

…

わ
か
ら
な
い…

…

」 

  
 

 
純
太
が
退
場
す
る
。 

  
 

 

明
人
が
現
れ
る
。 

 

明
人
「
好
き
だ
け
ど
、
嫌
わ
れ
た
く
は
な
い
。
こ
れ
以
上
は
近
づ
け
な
い
。
近
づ
か
な
い
。

俺
は
、
節
度
は
わ
き
ま
え
て
い
る
。
彼
女
に
は
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
俺
の
想
い
が

届
か
な
く
て
も
、
そ
れ
は
い
い
ん
だ
。
俺
よ
り
ア
イ
ツ
。
ア
イ
ツ

が
彼
女
と
付
き
合
っ

て
く
れ
れ
ば…
…

。
そ
れ
が
幸
せ
な
ん
だ
と
思
う
。
で
も
、
そ
う
な
れ
ば
、
俺
は
絶
望

す
る
。
だ
け
ど
き
っ
と
諦
め
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
ア
イ
ツ
が
彼
氏
に
な
る
な
ら
、
負

け
を
認
め
ら
れ
る
気
が
す
る
。
強
が
り
だ
ろ
う
か
。
で
も
、
今
は
ま
だ
、
心
の
整
理
が

つ
け
ら
れ
な
い
」 

  
 

 

明
人
が
退
場
す
る
。 

  
 

 

瑠
海
が
現
れ
る
。 
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瑠
海
「
好
き
な
も
の
は
好
き
。
こ
れ
は
傲
慢
な
考
え
方
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
私
は
あ

な
た
し
か
見
え
な
い
。
そ
れ
以
外
考
え
ら
れ
な
い
。
ど
ん
な
に
他

の
男
子
に
言
い
寄
ら

れ
て
も
、
断
り
続
け
て
み
せ
る
。
あ
な
た
し
か
見
え
な
い
。
で
も
、
あ
な
た
は

私
の
想

い
に
は
応
え
て
く
れ
な
い
。
あ
な
た
の

性
格
は
わ
か
っ
て
る
。
だ
か
ら
、
私
の
恋
愛
は

悲
し
い
。
で
も
。
そ
ん
な
き
っ
ぱ
り
諦
め
き
れ
る
も
の
じ
ゃ
な
い…

…

だ
か
ら
、
私
は
、

私
の
考
え
方
で
行
く
。
好
き
な
も
の
は
好
き
！
」 

  
 

 

瑠
海
が
退
場
す
る
。 

  
 

 

純
太
が
現
れ
る
。 

 

純
太
「
自
分
が
い
い
人
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
偽
善
者
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の

仮
面
の
下
に
は
、
ド
ロ
ド
ロ
し
た
、
感
情
が
眠
っ
い
て
。
そ
れ
と
向

き
合
い
た
く
な
い
。

僕
は
現
実
逃
避
し
続
け
て
い
た
い…

…
。
怖
い
。
触
れ
る
の
が
怖

い
。
近
づ
く
の
が
怖

い
。
近
づ
か
れ
る
の
が
怖
い
。
親
し
く
な
る
の
が
怖
い
。
本
当
に
理
解
さ
れ
る
な
ん
て
、

思
え
な
い
。
理
解
し
あ
え
る
な
ん
て
幻
想
だ
。
世
界
は
ど
う
考
え
て
も
、
孤
独
に
包
ま

れ
て
い
る
」 
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純
太
、
空
を
仰
ぐ
。 

 
純
太
「
見
え
な
い
。
空
。
青
い
空
。
茜
色
の
空
。
藍
色
の
空
。
暗
闇
の
空
。…

…

変
わ
る

空
。
や
が
て
、
め
ぐ
る
、
空
。
や
が
て
終
わ
る
、
夏
」 

  
 

 

純
太
、
退
場
す
る
。 

  

■
第
８
場 帰

り
道
。
河
川
敷
。 

 

青
い
夕
暮
れ
。 

 

明
人
が
純
太
を
待
っ
て
い
る
。 

 

明
人
「
雲
。
流
れ
る
雲
。
夕
焼
け
に
染
ま
る
」 

 

瑠
海
が
や
っ
て
く
る
。 
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瑠
海
と
明
人
、
会
釈
す
る
。 

 

明
人
の
と
な
り
に
や
っ
て
き
て
並
ぶ
瑠
海
。 

 

明
人
「
い
ま
、
帰
り
？
」 

瑠
海
「
う
ん
」 

明
人
「
そ
っ
か
」 

瑠
海
「
う
ん
」 

明
人
「
俺
も
」 

瑠
海
「
そ
う
な
ん
だ
」 

明
人
「
う
ん
」 

瑠
海
「
待
っ
て
る
の
？
」 

明
人
「
も
う
す
ぐ
、
来
る
よ
」 

瑠
海
「
そ
っ
か
」 

明
人
「
一
緒
に
、
待
つ
？
」 

瑠
海
「
え
？
」 

明
人
「
な
ん
と
な
く
」 

瑠
海
「
じ
ゃ
あ
、
そ
う
し
て
み
よ
う
か
な
」 
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明
人
と
瑠
海
、
距
離
を
開
け
て
並
び
直
す
。 

  
 

 

明
人
、
空
を
仰
ぐ
。 

 
 

 
瑠
海
、
空
を
仰
ぐ
。 

 

明
人
「
空
が
青
い
で
す
ね
」 

瑠
海
「
そ
う
で
す
ね
」 

明
人
「
雲
が
速
い
で
す
ね
」 

瑠
海
「
そ
う
で
す
ね
」 

明
人
「
蝉
の
声
が
微
か
に
な
り
ま
し
た
ね
」 

瑠
海
「
そ
う
で
す
ね
」 

明
人
「
夏
が
終
わ
り
ま
す
ね
」 

瑠
海
「
そ
う
で
す
ね
」 

  
 

 

気
ま
ず
い
間
が
あ
り
つ
つ
も
。 

 
 

 

明
人
と
瑠
海
は
純
太
を
待
っ
た
。 

  
 

 

純
太
が
や
っ
て
く
る
。 

 



47 

 

純
太
「
あ
れ…

…

？
」 

瑠
海
「
よ
」 

明
人
「
よ
！
」 

純
太
「
珍
し
い
」 

瑠
海
「
そ
う
？
」 

明
人
「
こ
っ
ち
、
来
い
よ
」 

 

三
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
距
離
で
佇
む
。 

 

純
太
「
何
、
し
て
た
？
」 

明
人
「
空
と
雲
」 

瑠
海
「
眺
め
て
た
」 

純
太
「
あ
あ…
…

」 

瑠
海
「
夏
が
終
わ
る
ね
、
っ
て
」 

明
人
「
そ
う
そ
う
」 

純
太
「
夏
の
終
わ
り
か…

…

」 

  
 

 

蝉
の
声
、
微
か
に
聞
こ
え
る
。 
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瑠
海
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
。
ま
た
」 

  
 

 

瑠
海
、
手
を
振
っ
て
、
去
る
。 

  
 

 
明
人
と
純
太
だ
け
が
残
る
。 

  
 

 

純
太
と
明
人
、
並
び
直
す
。 

親
友
の
距
離
感
。 

 

明
人
「
こ
の
前
は…

…

」 

純
太
「
も
う
い
い
よ
」 

明
人
「
そ
っ
か
」 

純
太
「
う
ん
」 

明
人
「
空
が
青
い
な
」 

純
太
「
確
か
に
」 

明
人
「
雲
が
速
い
な
」 

純
太
「
確
か
に
」 

明
人
「
ど
こ
ま
で
も
行
け
る
気
が
す
る
な
」 

純
太
「
え
。
そ
れ
は
さ
す
が
に
無
理
だ
ろ
」 
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明
人
「
想
像
力
だ
よ
」 

純
太
「
想
像
力
か…

…

」 
明
人
「
あ
あ
」 

純
太
「
日
が
、
沈
む
な
」 

明
人
「
沈
ん
で
い
く
な
」 

  
 

 

日
が
沈
ん
だ
よ
う
だ
。 

あ
た
り
が
薄
い
藍
色
に
染
ま
る
。 

 

明
人
「
沈
ん
だ
な
」 

純
太
「
だ
な
」 

明
人
「
行
く
か
」 

純
太
「
お
う
。
行
く
か
」 

  
 

 

明
人
、
去
る
。 

  
 

 

純
太
も
行
こ
う
と
す
る
が
、
と
ど
ま
り
、 

 
 

 

空
を
見
上
げ
る
。 
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純
太
「
空
に
雲
が
流
れ
て
い
る
。
青
い
空
気
を
白
い
雲
が
切
り
裂
い
て
い
く
。
僕
ら
は
そ

ん
な
雲
み
た
い
に
流
れ
て
流
さ
れ
て
、
こ
の
世
界
を
漂
っ
て
生
き
て
い
く
ん
だ
ろ
う
か
。

青
く
て
、
脆
く
て
、
儚
い
、
ち
っ
ぽ
け
な
、
僕
た
ち
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
、
青
い
空

間
を
孤
独
に
さ
ま
よ
い
続
け
る…

…

」 

  
 

 

純
太
、
空
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
終
） 

  


